
 

 

 

 

 

１．目的 

・公共交通の取り組みについて、他地域の事例や、現在運行している本市ふれあいバスの見直しの 

 取り組み状況を市民に紹介する。 

・基調講演、他市の取組事例紹介等を通じ、公共交通が果たす役割を再認識するとともに、市民が自

ら公共交通のあり方の検討に参加し、公共交通を見直していこうとする意識を醸成する。 

２．主催：各務原市、各務原市地域公共交通会議 

３．後援：国土交通省中部運輸局岐阜運輸支局、岐阜県  （予定） 

４．日時：平成２７年１月３０日（金） １３：３０～１５：３０ 

５．場所：各務原市産業文化センター１階 あすかホール（各務原市那加桜町２-１８６） 

６．定員：１５０人（各務原市民、市社会福祉協議会、市シニアクラブ、市議会議員、市地域公共交通 

  会議委員、近隣市町の公共交通担当者ほか） 

７．内容 

 第１部 基調講演         【１５分】 

  講師：岐阜大学工学部 倉内文孝 教授 

  演題：（仮称）地域公共交通の今後のあり方について  

 第２部 事例発表     【４５分】 

  ①岡崎市  住民と創る地域の生活交通   

         岡崎市都市整備部都市計画課交通政策室主任専門員       平松   隆 

②岐阜市  地域が主体となったみどりっこバスの利用促進の取組み      

       芥見東・南地区コミュニティバス等運営協議会 会長     多田 喜代則 

       芥見東・南地区コミュニティバス等運営協議会 事務局長   山田  正行                     

③各務原市 ふれあいバスの運行状況、見直し状況           

       各務原市産業活力部商工振興課                古田  希雄 

～ 休 憩 ～   【１０分】 

 第３部 パネルディスカッション  【５０分】 

・コーディネーター                  岐阜大学工学部  倉内文孝 教授 

・パネラー ①中部運輸局                                               （調 整 中）  

      ②岡崎市都市整備部都市計画課交通政策室主任専門員       平松  隆 

      ③芥見東・南地区コミュニティバス等運営協議会 会長     多田 喜代則        

      ④株式会社岐阜バスコミュニティ 取締役（運行・業務統括部長） 森  淳三 

      ⑤各務原市自治会連合会長                   小島 秀俊 

・テーマ  公共交通の維持、活性化に向けた三位一体の取り組み 

８．周知：広報かかみがはら（１月１５日号）、市ホームページ 

各務原市地域公共交通フォーラム 

～私たちのまちの交通を考えよう～ 

資料８ 



■会場レイアウト 

 

 ○第１部、第２部 
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バス 倉内 運輸 岐阜 岡崎 自治 
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